
〔
書
評
〕
戦
後
史
の
空
白
を
埋
め
る
「
癒
合
」
と
い
う
視
座 

―

日
高
勝
之
編
『
１
９
７
０
年
代
文
化
論
』―

 
 
 

 

花
田
史
彦 

   
 
 

一 

は
じ
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
た
ち
』
と
い
う
映
画
が
あ
る
。
昨
年
亡
く

な
っ
た
映
画
監
督
・
大
森
一
樹
（
一
九
五
二―

二
〇
二
二
年
）

の
代
表
作
で
、
京
都
の
医
科
大
学
に
通
う
学
生
た
ち
の
群
像
劇

だ
。
一
九
八
〇
年
に
公
開
さ
れ
た
作
品
で
、
医
大
生
だ
っ
た
大

森
の
自
伝
的
な
要
素
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
ら
し
い
か
ら
、
舞

台
は
一
九
七
〇
年
代
だ
ろ
う
。
古
尾
谷
雅
人
演
じ
る
主
人
公
・

荻
野
愛
作
の
、
学
生
運
動
家
に
も
ノ
ン
ポ
リ
に
も
な
り
き
れ
な

い
、ぼ
ん
や
り
し
た
姿
が
不
思
議
な
魅
力
を
放
つ
名
作
で
あ
る
。

観
る
た
び
、
七
〇
年
代
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
。 

こ
れ
は
、必
ず
し
も
個
人
的
な
雑
観
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
、
日
高
勝
之
編
『
１
９
７
０
年
代
文
化
論
』

（
青
弓
社
、
二
〇
二
二
年
。
以
下
、
本
書
）
は
、「
七
〇
年
代
は
、

前
後
の
時
代
と
比
べ
て
、
何
か
ぼ
や
け
た
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
だ

ろ
う
か
」（
一
三
頁
）
と
問
う
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
シ
ン
プ
ル
な

問
い
か
け
か
ら
出
発
し
て
、「
ぼ
や
け
た
」
時
代
の
具
体
像
を
浮

き
彫
り
に
し
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
教
え
て
く
れ
る
。 

 
 

 
 
 

二 

本
書
の
内
容 

  
本
書
の
章
立
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
各
章
の

内
容
に
つ
い
て
、
順
を
追
っ
て
簡
単
に
ま
と
め
て
い
く
（
括
弧

内
は
執
筆
者
名
）。 
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序
章 

み
え
に
く
い
一
九
七
〇
年
代
（
日
高
勝
之
） 

第
一
部 
家
族
・
若
者
・
中
高
年 

第
一
章 
「
か
ら
か
い
」
か
ら
み
る
女
性
運
動
と
社
会
運

動
、若
者
文
化
の
七
〇
年
代―

雑
誌「
ビ
ッ
ク
リ
ハ
ウ
ス
」

に
お
け
る
ウ
ー
マ
ン
・
リ
ブ
／
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
言
説
を
通

じ
て
（
富
永
京
子
） 

第
二
章 

家
族
と
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
一
九
七
〇
年
代―

「
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
」
か
ら
「
反
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
」
へ
の
転

換
と
そ
の
背
景
（
米
倉
律
） 

第
三
章 

「
司
馬
史
観
」
へ
の
共
感
と
ポ
ス
ト
「
明
治
百

年
」―

「
教
養
主
義
の
没
落
」
後
の
中
年
教
養
文
化
（
福

間
良
明
） 

第
二
部 

政
治
・
性
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ 

第
四
章 

大
島
渚
と
蓮
實
重
彦―

反
時
代
・
フ
ラ
ン
ス
・

マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
（
日
高
勝
之
） 

第
五
章 

太
田
竜―

ポ
ス
ト
新
左
翼
の
「
革
命
」
と
ア
イ

ヌ
民
族
運
動
の
胎
動
（
藤
巻
光
浩
） 

第
六
章 

東
郷
健―

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
と

ア
ー
ト
の
不
都
合
な
関
係
（
長
﨑
励
朗
） 

第
三
部 

国
家
・
地
方
と
メ
デ
ィ
ア 

第
七
章 

テ
レ
ビ
が
媒
介
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
時
空
間
の

編
成―

Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
新
日
本
紀
行
』
を
中
心
に
（
米
倉
律
） 

第
八
章 

四
畳
半
テ
レ
ビ―

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
と
ビ
デ
オ
・
ア
ー

ト
が
夢
見
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
メ
デ
ィ
ア
」（
飯
田
豊
） 

終
章 

「
癒
合
」
の
時
代―

一
九
七
〇
年
代
の
リ
ア
ル
と

現
代
性
（
日
高
勝
之
） 

 

序
章
で
は
、
編
者
の
日
高
勝
之
が
本
書
を
貫
く
問
題
意
識
を
述

べ
る
。
そ
れ
は
、「
政
治
の
季
節
」
と
さ
れ
る
一
九
六
〇
年
代
と
、

「
バ
ブ
ル
の
時
代
」
と
さ
れ
る
一
九
八
〇
年
代
と
の
は
ざ
ま
の

一
九
七
〇
年
代
史
を
埋
め
る
と
い
う
こ
と
だ
。 

六
〇
年
代
も
八
〇
年
代
も
研
究
の
蓄
積
が
分
厚
い
が
、
七
〇

年
代
は
見
落
と
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
。
仮
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
と

し
て
も
、あ
く
ま
で
も
過
渡
期
と
し
て
の
消
極
的
な
位
置
づ
け
、

「
夢
の
時
代
」「
虚
構
の
時
代
」「
自
己
の
時
代
」
と
い
っ
た
大
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掴
み
な
把
握
、
あ
る
い
は
当
時
の
若
者
に
限
定
さ
れ
た
分
析
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
。 

 

し
か
し
、
当
然
な
が
ら
一
九
七
〇
年
代
と
一
口
に
言
っ
て
も

多
様
な
世
代
、
政
治
、
空
間
が
混
在
し
て
い
た
。
そ
の
あ
り
よ

う
を
、
あ
く
ま
で
も
具
体
的
に
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
歴
史
研
究
の
正
攻
法
を
以
て
、
本
書
は
展
開
す
る
。 

 

第
一
章
「「
か
ら
か
い
」
か
ら
み
る
女
性
運
動
と
社
会
運
動
、

若
者
文
化
の
七
〇
年
代
」
で
は
、
七
〇
年
代
の
若
者
文
化
を
象

徴
す
る
雑
誌
『
ビ
ッ
ク
リ
ハ
ウ
ス
』
を
素
材
と
し
て
、
そ
こ
で

女
性
運
動
が
い
か
に
語
ら
れ
て
い
た
か
を
検
討
し
て
い
る
。 

 

女
性
運
動
は
、
七
〇
年
代
に
は
そ
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
さ
ゆ
え
に

反
発
を
招
い
た
が
、
八
〇
年
代
に
入
る
と
穏
健
化
し
「
正
論
」

と
し
て
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
（
ウ
ー
マ
ン
・
リ
ブ
か
ら
フ

ェ
ミ
ニ
ズ
ム
へ
の
移
行
）
と
い
う
見
方
が
あ
る
。 

 

し
か
し
、
本
章
に
よ
れ
ば
、
事
態
は
も
う
少
し
複
雑
だ
。『
ビ

ッ
ク
リ
ハ
ウ
ス
』
の
誌
面
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
女
性
運
動

に
対
す
る
「
か
ら
か
い
」
や
揶
揄
で
あ
る
。 

 

そ
う
い
っ
た
言
葉
は
相
手
が
「
女
性
だ
か
ら
」
投
げ
つ
け
ら

れ
た
と
い
う
よ
り
も
、「
社
会
運
動
が
も
つ
闘
争
的
要
素
」
自
体

が
問
題
と
さ
れ
た
の
だ
と
本
章
は
指
摘
し
、「
若
者
た
ち
が
社
会

運
動
を
揶
揄
す
る
理
由
は
、
社
会
運
動
の
「
価
値
観
の
押
し
付

け
」「
正
義
の
押
し
売
り
」
に
こ
そ
あ
る
」
と
述
べ
る
（
五
一―

五
二
頁
）。
そ
し
て
、
こ
こ
に
、
男
女
平
等
や
個
人
主
義
を
重
ん

じ
る
と
い
う
意
味
で
の
「
戦
後
民
主
主
義
」
の
浸
透
が
見
て
と

れ
る
と
い
う
。 

 

第
二
章「
家
族
と
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
一
九
七
〇
年
代
」で
は
、

当
時
の
「
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
」
と
「
反
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
」
が
俎
上

に
載
せ
ら
れ
る
。 

 

従
来
、
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
の
時
代
は
、
反
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
の
台

頭
に
よ
っ
て
終
わ
っ
た
と
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
家
族
を

描
い
た
ド
ラ
マ
自
体
は
現
在
も
消
滅
し
て
い
な
い
。
そ
の
事
実

か
ら
、
本
章
は
反
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
の
位
置
づ
け
を
再
考
す
る
。 

 

本
章
は
、
山
田
太
一
や
橋
田
壽
賀
子
の
作
品
を
取
り
上
げ
な

が
ら
、
反
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
の
特
徴
を
「
家
族
と
い
う
関
係
を
、

い
つ
壊
れ
て
も
お
か
し
な
い
危
う
く
脆
弱
な
「
入
れ
物
」
と
し

て
描
い
た
こ
と
」（
七
〇
頁
）
と
す
る
。 
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た
だ
し
、危
う
さ
や
脆
弱
さ
は
家
族
の
崩
壊
に
直
結
し
な
い
。

反
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
は
、
最
終
的
に
家
族
の
再
生
を
描
い
た
。
そ

れ
は
む
し
ろ
、
戦
後
的
な
核
家
族
の
定
着
を
意
味
し
た
。
さ
ら

に
、
反
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
は
核
家
族
の
枠
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
す

る
女
性
の
姿
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
性
別
役
割
分
担
や
血
縁

を
前
提
と
し
な
い
、
多
様
な
ポ
ス
ト
戦
後
家
族
の
あ
り
か
た
も

展
望
す
ら
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

第
三
章
「「
司
馬
史
観
」
へ
の
共
感
と
ポ
ス
ト
「
明
治
百
年
」」

で
は
、
司
馬
遼
太
郎
作
品
の
受
容
か
ら
教
養
主
義
が
「
没
落
」

し
た
と
言
わ
れ
る
時
代
の
教
養
の
あ
り
か
た
を
考
察
し
て
い
る
。 

 

七
〇
年
代
、
司
馬
の
歴
史
小
説
は
た
て
つ
づ
け
に
文
庫
化
・

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
、
人
気
を
博
し
た
。 

 

司
馬
作
品
の
特
徴
は
、
た
び
た
び
挿
入
さ
れ
る
「
余
談
」
で

あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
読
者
（
主
に
男
性
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）

は
「
ス
ト
ー
リ
ー
の
躍
動
感
だ
け
で
は
な
く
、
戦
国
武
将
の
類

型
や
そ
の
背
景
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
る
知
的
な
楽
し
み
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
た
」（
九
〇
頁
）
と
い
う
。
そ
う
し
た
読
書
実
践

は
、
単
な
る
娯
楽
と
い
う
よ
り
も
、
教
養
主
義
的
な
も
の
で
あ

っ
た
。 

 

さ
ら
に
、
司
馬
作
品
の
受
容
は
多
様
化
し
て
い
く
。
斎
藤
道

三
や
坂
本
竜
馬
ら
主
人
公
た
ち
は
、
旧
来
の
価
値
観
に
と
ら
わ

れ
な
い
革
新
的
な
行
動
を
す
る
。
そ
う
し
た
人
物
像
は
、
新
自

由
主
義
と
も
相
性
が
良
か
っ
た
し
、
同
時
に
日
本
人
と
し
て
の

自
信
を
も
た
ら
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。 

 

こ
の
事
実
か
ら
は
、
欧
米
を
規
範
と
す
る
「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
型
近
代
」
の
終
焉
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。 

 

第
四
章
「
大
島
渚
と
蓮
實
重
彦
」
で
は
、
七
〇
年
代
に
カ
リ

ス
マ
的
な
人
気
を
集
め
た
同
世
代
の
映
画
作
家
と
評
論
家
と
を

同
時
に
扱
う
。 

 

一
見
す
る
と
似
て
も
似
つ
か
ぬ
両
者
だ
が
、「
反
時
代
、
反
政

治
、
反
制
度
」「
フ
ラ
ン
ス
」「（
ド
ゥ
ル
ー
ズ
的
）
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
」

と
い
う
共
通
項
が
見
出
せ
る
と
い
う
。 

 

大
島
と
蓮
實
、
い
ず
れ
も
三
島
由
紀
夫
割
腹
事
件
や
連
合
赤

軍
事
件
を
契
機
と
し
て
、
七
〇
年
代
に
は
眼
前
の
社
会
か
ら
背

を
向
け
た
活
動
を
行
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
化
す

る
戦
後
日
本
に
対
し
、「
フ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
知
の
オ
ル
タ
ナ
テ
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ィ
ブ
を
創
作
や
学
問
を
と
お
し
て
突
き
つ
け
る
か
た
ち
で
現
れ

た
。
た
と
え
ば
、
蓮
實
が
翻
訳
し
た
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
『
マ
ゾ
ッ

ホ
と
サ
ド
』
に
し
て
も
、
大
島
の
『
愛
の
コ
リ
ー
ダ
』
に
し
て

も
、
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
主
客
の
撹
乱
や

意
味
の
宙
吊
り
を
重
ん
じ
る
立
場
へ
と
、
両
者
は
至
っ
た
。 

 

こ
う
し
て
、
大
島
と
蓮
實
は
、「
映
画
界
に
お
け
る
大
衆
性
と

は
別
の
、知
的
な
方
向
性
の
潮
流
」（
一
三
七
頁
）に
道
を
つ
け
、

八
〇
年
代
社
会
と
も
馴
染
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。 

 

第
五
章
「
太
田
竜
」
で
は
、
政
治
活
動
家
・
太
田
竜
に
よ
る

ア
イ
ヌ
と
の
共
闘
・
決
裂
が
描
か
れ
る
。 

 

旧
樺
太
出
身
の
太
田
は
、
新
左
翼
の
運
動
に
身
を
投
じ
た
の

ち
距
離
を
置
き
、
や
が
て
幼
い
こ
ろ
か
ら
身
近
な
存
在
だ
っ
た

ア
イ
ヌ
を
抑
圧
し
て
き
た
近
代
社
会
そ
の
も
の
（
新
左
翼
も
含

む
）
へ
の
批
判
に
至
る
。
そ
の
結
果
が
、
た
と
え
ば
七
二
年
に

ア
イ
ヌ
解
放
同
盟
の
結
城
庄
司
と
と
も
に
行
な
っ
た
、
日
本
人

類
学
会
批
判
の
声
明
で
あ
っ
た
。 

 

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
が
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
る
以
前
に

行
な
わ
れ
た
こ
の
実
践
は
、
画
期
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
研
究
で
は
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
が
、
日
本
人
と
ア
イ
ヌ

と
が
共
闘
し
た
事
実
も
重
要
な
も
の
だ
っ
た
。 

 

も
っ
と
も
、
こ
の
共
闘
は
長
く
は
つ
づ
か
な
い
。
実
力
行
使

を
厭
わ
な
い
太
田
の
暴
走
は
、
独
善
に
陥
っ
て
い
く
。 

 

最
終
的
に
太
田
は
ア
イ
ヌ
と
袂
を
分
か
ち
、
オ
カ
ル
ト
陰
謀

論
者
と
な
っ
て
迷
走
を
深
め
て
い
く
。し
か
し
そ
の
存
在
は「
反

作
用
を
生
み
出
し
た
奇
妙
な
触
媒
」（
一
六
二
頁
）
で
あ
り
、
ア

イ
ヌ
自
身
の
手
に
よ
る
民
族
運
動
を
促
し
た
の
で
あ
る
。 

 

第
六
章
「
東
郷
健
」
で
は
、「
伝
説
の
お
か
ま
」
を
自
認
し
た

政
治
活
動
家
・
東
郷
健
に
焦
点
が
当
た
る
。 

 

東
郷
を
、
同
じ
く
同
性
愛
者
で
天
井
桟
敷
の
団
員
だ
っ
た
美

輪
明
宏
と
比
較
し
な
が
ら
、「
東
郷
の
よ
う
に
政
治
的
主
張
を
掲

げ
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は
あ
く
ま
で「
色
モ
ノ
」

と
し
て
み
ら
れ
て
し
ま
う
。
現
代
ま
で
続
く
「
ゲ
イ
は
芸
術
的

セ
ン
ス
が
あ
る
」と
い
う
一
見
肯
定
的
な
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
は
、

こ
う
し
た
力
学
の
裏
返
し
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」（
一
八
二
頁
）

と
本
章
は
問
い
か
け
る
。 

 

七
七
年
、
東
郷
は
雑
民
の
会
を
結
成
。
そ
れ
は
雑
民
党
の
母
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体
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
た
候
補
者
が
立
っ
た
。

同
党
か
ら
当
選
者
は
出
せ
な
か
っ
た
が
、
東
郷
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ

る
勝
手
な
政
見
放
送
の
音
声
削
除
を
批
判
、
さ
ら
に
政
見
放
送

に
手
話
通
訳
を
導
入
さ
せ
、一
定
の
政
治
的
役
割
を
果
た
し
た
。 

 

だ
が
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
当
事
者
性
が
政
治
の
議
題
と
な
る

こ
と
は
、
い
ま
な
お
少
な
い
。
そ
う
さ
せ
て
い
る
の
は
、
た
と

え
ば
先
述
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
よ
う
な
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の

欲
望
な
の
だ
と
本
章
は
言
う
。 

 

第
七
章
「
テ
レ
ビ
が
媒
介
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
時
空
間
の
編

成
」
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
『
新
日
本
紀
行
』（
六
三―

八
二
年
）
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
。
と
く
に
焦
点
が
当
た
る
の
は
、
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
色
の
強
い
第
二
期
（
六
九―

七
七
年
）
だ
。 

 

第
一
期
の
段
階
で
は
「
地
方
」
を
「
遅
れ
た
」「
前
近
代
的
」

な
も
の
と
し
て
映
し
、
高
度
成
長
に
よ
る
変
化
を
肯
定
的
に
描

い
て
い
た
同
番
組
だ
が
、
第
二
期
に
な
る
と
、
そ
う
し
た
「
近

代
主
義
」
は
薄
れ
、「
番
組
は
、
各
地
方
を
、
固
有
の
地
理
と
歴

史
、
そ
し
て
精
神
風
土
を
も
つ
「
故
郷
」
と
し
て
措
定
し
、
そ

の
よ
う
な
「
想
像
の
共
同
体
」
的
な
「
故
郷
」
の
「
い
ま
・
こ

こ
」
を
全
国
の
視
聴
者
に
伝
え
て
い
っ
た
」（
二
一
〇
頁
）。 

 

こ
れ
は
単
な
る
懐
古
や
ロ
マ
ン
主
義
で
は
な
い
。
過
去
・
現

在
・
未
来
を
す
べ
て
肯
定
す
る
話
法
で
あ
る
。
背
景
に
は
「
地

方
の
時
代
」
と
呼
ば
れ
た
七
〇
年
代
特
有
の
状
況
が
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、「
地
方
」
が
精
密
に
描
か
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
集
合
体

と
し
て
の
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
だ
か
ら

『
新
日
本
紀
行
』
は
、
テ
レ
ビ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
化

も
象
徴
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

第
八
章
「
四
畳
半
テ
レ
ビ
」
で
は
、
七
〇
年
代
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
に
固
有
の
特
質
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
対
象
と
な
る
の

は
、
静
岡
県
下
田
市
の
下
田
有
線
テ
レ
ビ
放
送
や
岡
山
県
津
山

市
の
津
山
放
送
な
ど
の
ロ
ー
カ
ル
局
で
あ
る
。 

 

五
〇
年
代
の
共
同
視
聴
施
設
か
ら
始
ま
っ
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
は
、
七
〇
年
代
に
は
町
議
会
中
継
や
災
害
報
道
か
ら
バ
ラ
エ

テ
ィ
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
自
主
放
送
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

 
そ
ん
な
な
か
、
各
地
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、
テ
レ
ビ
の
民

主
化
や
市
民
参
加
と
い
う
理
念
を
打
ち
出
し
て
い
く
。
局
の
な

か
の
有
志
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
つ
く
ら
れ
た
。背
景
に
は
、

198



「
政
治
の
季
節
」
に
運
動
と
関
わ
っ
た
人
々
の
、
都
市
か
ら
地

方
へ
の
移
動
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
、
既
存
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と

は
異
な
る
文
化
の
あ
り
か
た
を
模
索
し
て
い
た
、
世
界
的
な
ビ

デ
オ
・
ア
ー
ト
の
流
れ
も
加
わ
る
。 

 

こ
う
し
て
、
七
〇
年
代
な
ら
で
は
の
ロ
ー
カ
ル
か
つ
グ
ロ
ー

バ
ル
な
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
あ
り
か
た
が
立
ち
現
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
「
現
在
と
は
異
な
る
可
能
態
」（
二
二
九
頁
）
と
言

え
る
も
の
で
あ
り
、
い
ま
な
お
参
照
点
た
り
得
る
と
い
う
。 

 

終
章
で
は
、
各
章
の
議
論
を
振
り
返
り
、
七
〇
年
代
と
は
何

だ
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
へ
の
答
え
が
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。 

 

一
九
七
〇
年
代
に
は
、「
個
」
と
「
自
由
」
が
暗
黙
の
結
節

点
と
な
る
こ
と
で
、
六
〇
年
代
的
な
〈
政
治
の
季
節
〉
の

残
滓
と
教
訓
、
戦
後
民
主
主
義
的
価
値
観
、
ポ
ス
ト
モ
ダ

ン
思
想
、
新
自
由
主
義
的
な
レ
ト
リ
ッ
ク
な
ど
が
溶
け
合

っ
て
い
っ
た
。「
個
」
と
「
自
由
」
を
結
節
点
と
す
る
た
め
、

そ
れ
ら
と
親
和
性
が
高
い
大
衆
消
費
主
義
も
ス
ム
ー
ズ
に

糾
合
し
、
浸
透
さ
せ
て
い
っ
た
。
七
〇
年
代
は
、
そ
う
し

た
過
程
を
通
し
て
、
か
な
え
ら
れ
な
か
っ
た
理
想
や
、
本

来
な
ら
差
異
が
あ
る
多
様
な
問
題
系
が
結
果
的
に
結
び
付

く
こ
と
で
癒
え
て
い
っ
た
か
の
よ
う
に
み
る
こ
と
が
で
き

る
時
代
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
癒
合
」
の

時
代
と
い
う
形
容
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
。（
二
六
七

―

二
六
八
頁
） 

 

つ
ま
り
、
単
線
的
な
交
代
劇
と
い
う
よ
り
も
、
い
く
つ
も
の
雑

多
な
ア
ク
タ
ー
が
絡
み
合
う
動
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
歴
史
を

捉
え
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
我
々
が
生
き
て
い
る
二
〇
二
〇
年
代
は
、「
癒
合
」
の

矛
盾
が
あ
ら
わ
に
な
り
つ
つ
あ
る
時
代
だ
と
い
う
展
望
も
示
さ

れ
、
本
書
は
締
め
括
ら
れ
る
。 

 

三 

総
評 

  

七
〇
年
代
の
重
要
性
自
体
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
て

き
た
。
た
と
え
ば
、
戦
後
史
が
専
門
の
歴
史
学
者
・
戸
邉
秀
明
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は
、
五
〇
年
代
と
七
〇
年
代
と
を
「
戦
後
史
像
の
再
審
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
」
得
る
「
双
生
児
の
よ
う
な
」
関
係
だ
と
述

べ
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
危
惧
を
表
明
し
て
い
た
。 

 

通
史
に
お
い
て
も
お
よ
そ
七
〇
年
代
の
叙
述
は
政
治
過
程
、

経
済
史
、世
相
史
の
寄
せ
集
め
に
す
ぎ
ず
、「
七
〇
年
代
史
」

と
い
う
像
す
ら
ま
と
も
に
存
在
し
な
い
。
対
抗
運
動
に
お

け
る
「
六
八
年
」
か
ら
市
民
主
義
的
抵
抗
へ
と
い
う
語
り

方
は
、
左
翼
の
自
壊
と
幻
滅
に
よ
っ
て
沈
黙
さ
せ
ら
れ
、

否
認
さ
れ
た
歴
史
を
よ
く
捉
え
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
て
五

〇
年
代
と
七
〇
年
代
の
否
認
さ
れ
た
歴
史
を
さ
ら
に
否
認

す
る
よ
う
に
、
一
方
で
は
映
画
「
三
丁
目
の
夕
日
」
に
典

型
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
な「
昭
和
三
〇
年
代
」ブ
ー
ム
が
、

他
方
で
は
「
六
八
年
」
の
世
界
性
や
可
能
性
が
、
ノ
ス
タ

ル
ジ
ア
も
ま
じ
え
て
過
剰
に
語
ら
れ
、消
費
さ
れ
て
い
る
。

（
一
） 

 

こ
の
戸
邉
の
危
惧
を
踏
ま
え
て
、
ま
ず
素
直
に
七
〇
年
代
を
対

象
と
し
た
共
同
研
究
の
結
実
を
喜
び
た
い
。「
癒
合
」
の
時
代
と

い
う
捉
え
方
が
ど
こ
ま
で
妥
当
な
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
七

〇
年
代
に
固
有
な
特
質
と
言
え
る
の
か
、
他
の
時
代
に
も
当
て

は
ま
る
こ
と
な
の
か
、
と
い
っ
た
検
討
は
こ
れ
か
ら
な
さ
れ
る

べ
き
だ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
本
書
に
よ
っ
て
「
七
〇
年

代
史
」
の
ひ
と
つ
の
像
が
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は

大
き
な
達
成
で
あ
ろ
う
。 

 

さ
て
、
そ
の
う
え
で
、「
い
ま
だ
尽
き
せ
ぬ
発
見
の
宝
庫
」（
二

七
三
頁
）
と
し
て
の
七
〇
年
代
か
ら
、
評
者
な
り
の
「
発
掘
」

を
少
し
行
な
っ
て
み
た
い
。 

我
田
引
水
で
恐
縮
だ
が
、
筆
者
が
研
究
対
象
と
し
て
い
る
佐

藤
忠
男
（
一
九
三
〇―

二
〇
二
二
年
）
の
主
著
『
長
谷
川
伸
論
』

（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
五
年
）
も
七
〇
年
代
の
作
品
で
あ
る
。

「
股
旅
も
の
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
つ
く
っ
た
作
家
・
長
谷
川

伸
に
つ
い
て
論
じ
な
が
ら
、
日
本
の
庶
民
道
徳
史
へ
と
到
達
す

る
壮
大
な
論
考
だ
が
、
こ
の
な
か
で
佐
藤
は
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。 
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私
の
世
間
に
認
め
ら
れ
た
最
初
の
論
文
は
、
い
ま
か
ら
二

十
年
前
に
雑
誌
『
思
想
の
科
学
』
に
投
稿
し
た
「
仁
侠
に

つ
い
て
」〔
一
九
五
四
年
〕と
い
う
短
い
エ
ッ
セ
イ
だ
っ
た
。

こ
れ
で
は
直
接
に
は
長
谷
川
伸
を
論
じ
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
が
、
こ
の
未
熟
な
エ
ッ
セ
イ
を
い
ず
れ
本
格
的
な
論

文
に
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
と
思
い
、
そ
の
と
き
中
心
的
な

素
材
と
な
る
の
は
長
谷
川
伸
の
文
学
で
あ
ろ
う
と
考
え
つ

づ
け
て
き
た
。（
二
） 

 

佐
藤
に
と
っ
て
『
長
谷
川
伸
論
』
は
、
五
〇
年
代
に
始
め
た
自

ら
の
仕
事
に
決
着
を
つ
け
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
。 

『
長
谷
川
伸
論
』
だ
け
で
は
な
い
。
七
〇
年
代
、
歴
史
研
究

そ
れ
自
体
に
お
け
る
多
く
の
画
期
的
な
成
果
が
出
た
。
日
本
近

代
史
に
限
っ
て
み
て
も
、
坂
野
潤
治
『
明
治
憲
法
体
制
の
確
立
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年
）、
松
尾
尊
兊
『
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
）、
三
谷
太
一
郎
『
大

正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
四
年
）、
安
丸

良
夫
『
日
本
の
近
代
化
と
民
衆
思
想
』（
青
木
書
店
、
一
九
七
四

年
）、
ひ
ろ
た
ま
さ
き
『
福
沢
諭
吉
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
六
年
）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
三
）
。 

 

い
ず
れ
の
研
究
者
も
一
九
三
〇
年
前
後
に
生
ま
れ
、
少
年
時

代
に
日
本
の
敗
戦
を
迎
え
た
戦
後
派
世
代
に
あ
た
る
。
か
れ
ら

は
、さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
に
満
ち
た
五
〇
年
代
に
学
問
と
触
れ
、

学
界
や
論
壇
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、七
〇
年
代
に
円
熟
期
を
迎
え
た
。

歴
史
認
識
を
め
ぐ
る
問
題
が
、
本
書
（
と
く
に
第
三
、
四
、
五
、

七
章
）
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え

れ
ば
、
た
と
え
ば
史
学
（
思
想
）
史
は
ひ
と
つ
の
有
力
な
補
助

線
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

四 

お
わ
り
に 

  

以
上
、
評
者
な
り
に
本
書
の
意
義
を
示
し
、
ま
た
さ
さ
や
か

な
補
足
を
行
な
っ
た
。
大
方
の
ご
叱
正
を
仰
ぎ
た
い
。 

 
ひ
と
つ
の
「
時
代
」
を
、
大
胆
か
つ
き
め
細
や
か
に
捉
え
た

本
書
の
試
み
は
、
今
後
、
関
連
分
野
の
道
し
る
べ
と
な
る
だ
ろ

う
。
七
〇
年
代
史
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
り
た
い
。 
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※
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
メ
デ
ィ
ア
論
の
精

神
史
研
究
：
映
画
批
評
家
と
し
て
の
戦
後
知
識
人
群
像
」（
研
究

課
題22K00154
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 

 
 

(

一) 

戸
邉
秀
明
「
戦
後
思
想
と
し
て
の
「
戦
後
」
史
叙
述―

一
九
五
〇
年
代
を
焦
点
と

し
て
」『
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
』
第
一
一
号
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
、
二
一
頁
。 

(

二) 

佐
藤
忠
男
『
長
谷
川
伸
論
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
五
年
、
三
二
五―

三
二
六
頁
。 

(

三) 

史
学
（
思
想
）
史
に
つ
い
て
は
、
高
木
博
志
「
近
現
代
史
の
な
か
の
映
画
『
祇
園

祭
』―

も
う
一
つ
の
明
治
百
年
」
谷
川
建
司
編
『
映
画
産
業
史
の
転
換
点―

経
営
・
継

承
・
メ
デ
ィ
ア
戦
略
』（
森
話
社
、
二
〇
二
〇
年
）、
福
家
崇
洋
「
松
尾
尊
兊
と
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
研
究
」『
人
文
学
報
』
第
一
一
七
号
、
二
〇
二
一
年
五
月
、
同
「
三
谷
太

一
郎
と
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論―

吉
野
作
造
の
時
代
と
そ
の
後
』」『
日
本
史
研
究
』

第
七
〇
八
号
、
二
〇
二
一
年
八
月
、
前
田
亮
介
「「
制
度
」
と
「
友
敵
」―

坂
野
潤
治

『
明
治
憲
法
体
制
の
確
立
』
の
歴
史
叙
述
」『
日
本
史
研
究
』
第
七
〇
八
号
、
二
〇
二

一
年
八
月
を
参
照
。 
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